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臨
時
評
議
員
会
開
催
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

Ｗ
．
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
と
の

　
　
業
務
委
託
契
約
が
成
立

新
会
員
募
集
中
！

著者は語る
ＯＭＵＰから、待望の第１号出版となる著書が６
月末に刊行されました。予定より少し遅れました
が、そのあたりの苦労話など、出版にまつわるエ
ピソードについても、お話していただきました。

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
か
ら
出
版
を
！

　植物の「バイオテクノロジー」の言
葉が用いられるようになっておよそ四
半世紀が経過した。その間、比較的地
味な分野ながら数多くの基礎的展開が
見られた。
　バイオテクノロジーの「カギ技術」
として一般的には遺伝子組換え技術、
細胞融合技術、そして単細胞培養技術
の基礎的技術は大筋において解決を見
たとも言える。遺伝子の単離同定は機
械論的な展開をし、細胞融合で新奇な
植物体が得られるなど一世を風靡した。
しかし個人的な感想が許されるならば、
20世紀末にはかえって応用に先走り、
そして経済優先を標榜するあまり、一
般消費者からの不安が突沸するという
悲しむべき事態が生じた経緯もある。
　一方、植物育種学の新しい展開から
すると、筆者らが当初から強調してい
たことであるが、植物のバイオテクノ
ロジーがこれまでの育種法では乗り越
えることが出来なかった有性生殖の壁
を克服し、交雑育種の補助的手法であ
れ、これまでの古典的生物学手法の延
長線上に21世紀の人類の食糧確保を作
物生産の面から支える基礎的成果とし
て期待されるものであった。
　その点では筆者らの基礎的考え方は
今もって何ら変貌を遂げているわけで
はない。そのような背景にあって、30
年間に培った、かつての若者、現在で
はシニアになってしまった３人、すな
わち足立、今西、ホフマンが編著者と
なって、かつての学生、それも外国人
を含む学生たちが執筆した。あたらし
い千年紀を一つの節目として退任する
今西茂教授、60の齢を数える足立と30
年もの長きにわたるホフマン教授とが、
およそ３年間温めて来たものである。
　当初、３つの柱を立てた。本来学術

研究には国境などないものである。し
かし現実には我々をはじめ大きな今回
のように国際会議での言語が英語に統
一されている現実に及び、やはり壁が
無いとは言えない。それでも本分野は
我が国の研究者が国際的レベルで世界
に伍して行ける自然科学の中でも少な
い分野の一つとも言える。
　著者らが取り扱った作物を事例研究
の一つとして取りまとめながらも、我々
が目指す応用研究への創造的研究を要
望し、若く続いて進んでくれる若い研
究者へのメッセージ、あるいは示唆を
与え得るものとしたい願望があった。
一冊を通じて執筆者の寄せ集めで「売
れる本」を目指すのではなく、関連分
野の研究者がいわば「ほくそ笑みながら」
通読し、未完成な研究を若者たちに提
示して「知的好奇心」を煽るような本
にしようと意図した。とは言え、刊行
されたOMUPの発刊１号として取り上げ
ていただいた書籍として世に問うこと
となり、いかほどの貢献をし得うるの
か不安も募りつつある。
　ともあれ、３人の著者の、これまで
の交友と学生との合作がこのような形
で成就したことを喜びたい。時あたか
も大学の変革期、経済至上主義でしか
動こうとしない昨今に、大学の複合体
としての共同出版事業がここ大阪から
出来ることが嬉しい。

著者の足立泰二氏とホフマン氏

新刊に寄す　---著者の一人として---　　　　　　　　　　　　

　　　　　　大阪府立大学農学生命科学研究科　
　　　　　　　　　　　　　　　　　足立泰二

　ＯＭＵＰでは、書籍刊行とともに、
著者が自著を語るサロンを開催するこ
とにしています。異分野・異業種の交
流を図ることができれば幸いです。新
刊本の特別価格でのサービスも容易
しています。参加ご希望の方は、
下記にご連絡ください。

            記

日時：平成13年度７月20日(金)

場所：レストランＧｏｒｙｏ(御陵)

　　JR阪和線百舌鳥駅下車西へ2分

話題提供者：ﾌﾗﾝﾂ･ﾎﾌﾏﾝ、今西茂、

　　　　　  足立泰二

内容：左記の本にまつわる話を1時

間程度の後、会食しながら懇談する。

出席届先：下欄外の宛先まで

■ OMUP　ｅ-メールアドレス：omup@plant.osakafu-u.ac.jp　または　TEL/FAX 072-254-9408 (足立)

　
本
出
版
会
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
も
皆
様
方
の
暖
か

い
ご
支
援
に
よ
り
、
発
起
人
会
を
組
織
し

て
以
来
、
順
調
に
事
業
推
進
が
展
開
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
目

下
の
所
、
会
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
評

議
員
と
し
て
本
出
版
会
に
ご
協
力
頂
く
べ

く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
に
よ
り
標
記
の

集
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
万
障
お
繰

り
合
わ
せ
の
上
、
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

【
日
時
】
平
成
13
年
７
月
27
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
６
時

【
場
所
】
大
阪
市
立
大
学
　
学
術
情
報

　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
10
階
会
議
室
（
L)

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

一
．
特
別
講
演
会
（
午
後
３
時
～
４
時
）

「
大
学
に
お
け
る
学
術
刊
行
の
す
す
め

　
　
　-

-

三
重
大
学
の
事
例-

-

」

　
講
演
者
：
三
重
大
学
出
版
会
常
務
理

事
　
阿
閉
義
一
（
同
工
学
部
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　

二
．
臨
時
評
議
員
会
（
午
後
４
時
～
５
時
）

<

議
題>

　

・
第
１
号
議
案
　
評
議
員
の
任
命
に
つ

い
て

・
第
２
号
議
案
　
会
員
拡
大
に
つ
い
て

・
第
３
号
議
案
　
刊
行
推
進
に
つ
い
て

三
．
懇
親
会
　
一
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ウ

ィ
ス
テ
リ
ア
」
（
評
議
員
会
終
了
後
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
費
　
三
千
円

 

　
去
る
２
月
17
日
の
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
設
立
総

会
に
て
承
認
さ
れ
た
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

事
務
局
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
Ｗ
．
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
と
の
間
で
、
「
大
阪
公
立
大

学
共
同
出
版
会
（
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
）
の
業
務

委
託
に
関
す
る
契
約
」
が
平
成
13
年
５

月
17
日
に
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
委
託
す

る
業
務
内
容
は
、
会
員
管
理
、
会
計
管
理
、

広
報
、
会
議
そ
の
他
報
告
書
の
作
成
等
、

会
の
運
営
事
務
全
般
に
関
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
Ｗ･

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
は
、
個
々
の

出
版
物
の
制
作
に
関
に
つ
い
て
も
、
金

井
一
弘
氏
と
と
も
に
活
動
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
も
、
Ｗ
．
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
で

制
作
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
準
備
も
着
々

と
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
の
で
、
お
楽

し
み
に
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
が
発
足
し
、
早
や
４
ヶ
月

経
ち
ま
し
た
。
会
員
も
１
０
０
人
を
越
え
、

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
に
よ
る
出
版
物
第
１
号
も
誕

生
す
る
な
ど
、
順
調
な
滑
り
出
し
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方

の
暖
か
い
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
、
今
後
も
広
く
会
員
を
募
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
尽
き
ま
し

て
は
、
お
近
く
で
ま
だ
会
員
に
な
ら
れ

て
い
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
出
版
物
第
１
号
に
続
き
、

第
２
号
の
出
版
企
画
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
独
自
の
Ｉ
Ｓ
Ｂ

Ｎ
コ
ー
ド
も
取
得
し
て
、
広
く
販
売
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
当
出

版
会
は
、
多
く
の
優
れ
た
学
術
図
書
を

広
く
出
版
し
て
こ
そ
、
そ
の
意
義
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
様
方
の

ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る
企
画
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、

学
問
の
面
白
さ
楽
し
さ
を
伝
え
る
共
著

の
企
画
に
つ
い
て
、
金
井
氏
よ
り
提
案

が
あ
り
、
第
一
回
理
事
会
の
中
で
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
が
大
学
、
学

部
の
枠
を
取
り
外
し
た
と
こ
ろ
で
立
ち

上
が
っ
た
利
点
を
生
か
す
と
と
も
に
、

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
設
立
の
メ
モ
リ
ア
ル
的
な
出

版
物
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
と
考
え
て

い
ま
す
。
学
問
に
進
も
う
と
す
る
若
者
に
、

社
会
人
に
、
「
学
問
の
本
当
の
面
白
さ
、

楽
し
さ
」
を
伝
え
て
い
く
よ
う
な
知
的

好
奇
心
を
刺
激
す
る
本
。
そ
ん
な
書
籍

に
な
る
こ
と
を
編
集
の
第
一
の
方
針
と

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
企
画
を
練
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

話題沸騰！重版出来！
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広
告

タイトル：“How to 
Overcome Breeding 
Barriers by Means of 
Plant Biotechnology?”
著者：Adachi（府立大）
Imanishi（山形大）  
Hoffmann（カリフォ
ルニア大アーヴィン校）
出版社：大阪公立大学
共同出版会

第１回ＯＭＵＰサロンへのお誘い


